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心臓ノ搏動頻度ト牧縮高並二牧縮

     期間トノ關係二就テ

（本研究ハ昭和15－16年度文部省丁丁研究費二依ル）

第1報墓心及ビ竈心二二テノ豫備實験

金澤馨科大學生理學教室（主任上野教授）

研究科學生齋藤弘
      Kbsakz： Saite

作

（昭和17年7月7日受附）

内 容 抄 録

 著者考案ノ心臓温言灌流襲置ヲ用ヒ春心及ピi面心二

言テ高野心隔ト脱繊維素血液加高野氏液トヲ比較シ，

酸素ヲ供給シナイ場合ニハ二二流液出山灌流時間ノ経

過二三フテ牧縮高ヲ減少サセルガ，酸素ヲ供給スル場

合ニハ血液心高野山液ハ純高野氏液ヨリモ心室並二心

房ノ牧縮高恒常状態ノ持綴ヲ良好＝シ且ツ牧縮高ヲ増

大サセル事ヲ認メタ．

 添加血液ノ濃度ハ15％ヲ最適トスル．叉15％脱繊維

素血液加高野氏液ニテ灌流シツ・「アドレナリン」及ピ

「ピロカルピン」ヲ作用サセタ心室9E ＝心房ノ牧縮高恒

常状態到達時間及ビ持績時間ヲ測定シタ．

緒 論

實瞼方法

實験成績

 1   灌流液ノ．ヒヒ較

  A 蕃i心室二就テノ成績

  ：B 墓i心房二就テノ成績

  C 鶉心室二就テノ成績

  D i魑心房二就テノ威績

 1［「アドレナリン」ノ影響

  A 墓心室二就テノ成績

目 次

 B 墓心房二就テノ成績

 C 稲心室二就テノ成績

 D 覇心房二就テノ成績
III「ピロカルピソ」ノ影響

 A 墓心室二就テノ成績

 B 回心房二就テノ成績

css心室二就η成績
 D i魑心房二郎テノ威繍

絡括及ピ結論

文 獄

緒

 心臓ノ搏動頻度ト牧縮高並二牧縮期間トノ關

係ヲ研究スルニ當リテ最モ基本條件トナルノハ

實験中心臓が恒常歌態ヲ保持スル事デアル．

論

 高野（1）ハRinger氏液二：Na2H：PO40．01％及

ビMgC120．0002－0。00025％ヲ加ヘタ墓心用新

灌流液ヲ作り，該液ヲ以テ灌流スル時ハRinger

，［ 1・48 ）
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氏二二比シテ搏動ノ亭衡歌態到達時間（振幅並

二三藪ノ恒常三態到達時間ノ平：均ヲ以テ搏動ノ

亭衡歌謡到達時間ト見倣ス）ヲ短縮シ且ツ其ノ

持績時間ヲ延長シ得タト云フ．余ハHartun9の

ノ心臓循環論流装置ヲ改良シタi新装置ヲ考案シ

且ツ灌流液中二絶エズ酸素ヲ供給シ得ル様ニシ

タ．

 本装置ヲ使用シ灌流液トシテ高野氏液ヲ用ヒ

タ場合ト高野氏液＝使用動物ノ脱織維素血液ヲ

15％ノ割合＝添加シタ液ヲ用ヒタ場合トヲ比較

シタ庭後者二於テ心室並二心房ノ牧縮高ノ恒常

欺態持績ヲ良好ニシ且ツ牧戸高ヲ増大シ得タ．

但シ余ハ摘出分離シタ心室，心房個々二心テ實

験シタカラ搏動ハー・定頻度ノ軍一開放感磨電流

ノ刺戟ニヨリ惹起サセタ．

 本装置ハ使用血液が少：量ニテ足りル十二於テ

墓，覇ノ如キ小動物ニハ都合が良イ．

 摘出分離シタ心臓ノ作業二五リテ酸素ノ必要

ナ事機中』Humboldt（3）， Caste11（4）等蛙心＝就

テ認メタ虞ヂアルガ，Halldler（「’）， Divine（6）等ハ

馬流液中二於ケル酸素ハ不可鰍ノモノデハナイ

ト云ツテ居ル．然シKlugc7）， Yeo（8）， Heffter（9），

Albanese（10）， Ohrwallc11）諸氏ノ業績ハ蛙心ノ持

績的作業昌運酸素♪・絶塵二必要デアルトシ，宇

都宮（12）ニヨレバ酸素浩費量ハ同一温度二於テ

冬蛙ヨリモ夏蛙二重30％多イト云フ．

 血液ヲ保生灌流液トシテ叉ハ他ノ灌流液二混

ジテ使用スルニハ其ノ凝固ヲ防止スル必要ガア

ル．然ルニ血液凝固防止剤ノ或ルモノハ血液中

ノ「カルチウム」ヲ沈澱サセルモノデアル故灌流

液中ノ「カルチウム」不足ヲ來ス可ク，又：Loeffler

（13）二依レバNovirudinハ血液凝固防止＝必要ナ

量ヲ與ヘル時ハ組織中二出血ヲ來シHirudin昌

一遍ル作用ハナイト云フガ，H：irudinハ高債一

過ギル．

 ：Brandenburg（14）ハ溶1血＝ヨリ赤血球ヲ破壌ス

ル時ハ血球中二含有セラレル「カリウム」ガ液鵠

内二丁テ「カリウム」ノ増量ヲ來シ，爲メニ灌流

昌不良ノ影響ヲ及ポスト云フ．之昌反シ脱繊維

素血液ヲ生理的食塵水昌テ稀繹シタ灌流液が良

             ノ好ナ成績ヲ得ル事ハ既二Mc Guire㈹， Martius

（18），Hefftercg）， Albanese（1。）等が雄心二就テ哺乳

動物血液ヲ用ヒテ實誼シタ盧ヂアル．

 余罪使用動物自身ノ脱織維素血液ヲ高野氏液

二添加シ盛切流液ヲ用ヒテ良好ナ結果ヲ認メタ

故更二進ンデ「アドレナリン」及ビ「ピロカルビ

ン」作用時二於ケル心室，心房ノ牧縮高ノ経過

ヲ観察シタ．

實 験

 循瑠門流髪置ハ圖二丁ス如ク長サ5・5糎，直脛2・5

樫ノ帽子管Aヲ灌戸閉貯溜室トシ，之ヲDナル硝子柄

ヲ以テ支桂二固定スル．他側底部ヨリ出ル側管Cハ尖

端が垂直二上方二曲ツタ「カニューレ」＝シテ心室或ハ

心房内二押入スル．

 EFGハU字形二曲ツタ硝子管ニシテEハ「カニコ・

一レ」トナツテ左側大動脈ヨリ心臓球部ノ近ク迄押入

サレル．Gハ護誤管Hニョリ側管Bト連絡スル．側

管：BトCハ同一・李面上ニアル．

 實験材料bシテハ墓，鶉ヲ用ヒ其ノ大サ，雌雄ヲ限

定シナイ．

 麻酵ハ肇ニチハ「エーテル」麻酪ヲ行ヒ覇ニチハ25％’

「ウレタン」ヲ丁重70瓦昌封シテ1ccノ割合二皮下注射

シタ．麻酵ハ「エーテル』ニチハ略15分以内，「ウレタ

：方 法

ソ」ニチハ約30分ニテ完了シタ．

 標本作製ハ法ノ如ク心臓ヲ露出シ心室及ビ心房ヲ夫

汝分離シテ灌流シタ。心室標本ハ豫メ左右大動脈ヲ可

循環単流装置

F

of1 H－Le

り 

室

E

ム

o
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。
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【1四】
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及的心臓ヨリ遠イ部ニテ切断シ動脈面ヲ鞘取シ同町右

心房ノ内腔ヨリ，導流液貯溜室A申＝高野氏液ヲ充タ

       ドシツ㍉「カニューレ」Cヲ押入シ心室内ノ血液ヲ充分

除去シ豊後房室境界デ結紮シ，次イデ「カニa一レjE

ヲ左側大動脈ヨリ心臓球部近ク迄押入シテ結紮スル．

Gト：Bヲ護譲管Hニテ連結シテ後心房ヲ切離シDニョ

リ襲i置ヲ支柱S固定スル．

 心尖部ハ「セルブイン」デ挾ソデ懸垂スル．

 心房標本ハ静脈螢ヨリ「カニコ・一レ」Cヲ押入シ心房

内ノ血液ヲ充分除去シタ後蛋房境界ニテ結紮シテ翻脈

蜜ヲ切り離シ，一方心室モ房室境界ニテ結紮シテ切り

離シ心房ノ断端近クヲ「セルフイン」ニテ挾ミテ懸垂シ

タ．從ツテ心室標本ニチハ完全二循環州流トナルが心

房標本ニチハ「カニn一一レ」Cヲ通ジテA部ノ灌流液ト

交通スルノミデアル．然シ乍ラ心房が充分特訓スレバ

心房中押流液ノ大部分ハA中へ逆行スル故灌流ノ目的

ヲ達シ得ル．

 酸素ハ酸素「ボムペ」ヨリ護謹管ニテ導キ貯溜室A中

二入ル部分ハ細キ逗子管rトシ2秒二1氣王位ノ割合二

テ出ル檬二調節シタ．其ノ他二標本ノ乾燥ヲ防グ爲メ

ニハ高野氏液ヲ標本上二羅i滴サ葦囲．

 斯クシテ高野氏液馬匹血液加高野氏液昌テ灌流ヲ始

メル．

 士流液ノ量口過充盈トナラナイ様注意シ覆心室ニチ

ハ10cc，萎心房ニチハ8cc鶉心室ニチハ10cc，鎚心

房ニチハ6ccヲ標準トシタ．而シテ心室，心房共二

Engelmannノ懸垂一壷ヲ使用シ，心室ニチハ垂心，

轟心共二二秤二重リヲ付ケテ積粁ノ自己振動ヲ械少サ

セタ，裏心房ニチハ重リヲ用ヒズ，i魑心房ニチハ壁が

菲薄デアル爲メ反町側二重リヲ付ケテ二巴ヲ輕クスル

糠ニシタ．積粁ノ尖端ニハ薄イ町彫紙ヲ付ケテ之が誓

紙二接燭スル歴力ハ同一實験中野化シナイ檬昌注意シ

タ．

 刺戟ハ軍一開放感懸電流トシ，Lewisノ断績躾i置叉

ハ上野教授考案ノ廻蒋断綴装置ヲ用ヒテ可愛頻度ノ律

動性刺戟ヲ奥ヘタ．

 時標目Jaquet氏時計ヲ用ヒテ6秒又ハ必要二懸ジ

テ5分ノ1秒ヲ描記シタ．

實 験 成 績

 1．灌流液ノ比較

 灌流液二酸素が必要力否カヲ検シ且ツ高野氏

液ト之二使用動物ノ睨繊維素血液ヲ添加シタモ

ノトノ比較ヲ行フ爲メニ同一心臓二就テ 1）

高野氏液ノミヲ以テ灌流スル場合，2）高野氏

液二酸素ヲ供給スル場合，3）血液加高野氏液：

昌テ物流スル場合，4）同上液二酸素ヲ供給ス

ル場合ノ4方法ヲ施行シタ．高野氏液ヨリ所定

濃度ノ血液加高野氏液二二換ズル場合＝ハ二流

液ヲー部血液ト取り代ヘタ．

 A．墓心室＝就テノ成績

 本實Wt ＝於テハ添加血液ノ画品濃度ヲ定メル

爲メ種々ノ割合＝血液ヲ稀繹シタ灌流液ヲ用ヒ

ク．

 潮齢ハ大部分ハ昭和15年6月，一部ハ昭和16

年1月＝行ツタ．其ノ中3例ヲ第1表二十ス．

6月ノ實験デハ2．2秒．11月ノ實験デハ4の一6．0

秒ノ刺戟間隔デ律動的＝刺戟シタ．

 表門T液トシタノハ高野即興ヂ酸素ヲ通ジ

ナイ場合デアル．此ノ場合＝ハ牧縮高ハ逐女減

退シテ恒常ナ時期ハナイ．次デ之S酸素ヲ通ズ

ル時ハ10－30分デ数粍高クナル．之ハ其ノ後2

時間以上＝亘りテ殆ンド恒常歌謡ヲ持綾スル事

モアルガ，叉屡々下降スル．之二血液ヲ追加ス

ル高槻綿縮騰馬常二著シク増加スルガ，其ノ儘

nテハ叉逐次減退シ，之＝更＝酸素ヲ通ズル時

ハ牧縮高ヲ増ス．斯クシテT液二血液ヲ加ヘテ

酸素ヲ通ジタ．場合二等縮窄鳳町：モ高イ．

 然シ乍ラ血液濃度ガ30％以上ノ時ハ牧増高ハ

逐次下降シテ恒常トナラズ，10％以下ノ時ハ牧

縮高ノ増加ハ感度デアル．而シテ15％ノ時ノミ

比較的恒常＝シテ且ツ牧赤嘘彊ク酸素ヲ通ジテ

後二一15分ヨリ凡ソ2時間飴二亘り訓話高ノ動

揺1粍以内ヂアル．

 B．磁心房二就テノ成績     ’

 實験バー一部ハ昭和15年9月，一部ハ昭和16年

1月＝行ツタ．其ノ中2例ヲ第2表昌示ス．9

月ノ實験ヂハ2．0秒，1月ノ實験ヂハ3D－3、6秒

ノ刺戟聞隔デ律動的＝・：’刺戟シタ．

 高野氏液デ酸素ヲ通ジナイ場合昌ハ蜘縮高ハ

【覗50】
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昭和15年6月17日 室温22。C

      刺戟間隔2・2”

垂流液
中流

條ﾔ
ｴ）

牧野高

i粍）

T 液

1510

14．0

P3．4

P1．6

T液二
_素ヲ
ﾊス

 5

P0

Q0

R0

U0

X0

P20

P35

13．6

P3．8

P4．2

P4．8

P5．4

P5．6

P6．0

P6．2

15％血

t加T
t

510203040

21．2

Q0．4

P8．2

P5．6

P4．0

15％血

t加T
ｳ二酸
fヲ通ス

 5

P5

Q0

R0

U0

X0

P20

19．4

Q2．4

Q2．0

Q1．8

Q1．6

QL4
Q1．4

第1表  基  心
昭和15年6月22日  室温220C

      刺戟間隔2．2”

濃流液
灌流

條ﾔ
i分）

牧縮高

i粍）

T 液

1510

13．2

P1．6

P0．8

室

 昭和16年1月18日 蜜源10。C

       刺戟間隔4・0”

    5
    10

    15

T液s 20
酸素ヲ
通ス   30

    60

    90

   120

16．2

16．0

16．0

15．8

15．6

15．2

15．2

15．0

15％血
液加T
液

5 ［17．2

10 1 16．2

15 1 14．6

15％血

液加T
液二酸
素ヲ通
ス

 5

10

15

20

30

60

90

120

18．8

19．2

19．2

19．0

18．8

18．6

18．6

18．4

島流液

翻牧縮高（分）（粍）

一     一     『

撃撃鉛

    10

    20
T液二
酸素ヲ 30
通ス  45

    60

    90

   100

⊥蟻・0

14．6

16．4

18．0

ユ9．4

19．6

19．2

19．0

    5
    i8

轟呼3・
液二酸  60
素ヲ通 go
ス

   120
   150
   180

24．6

24．6

24．6

24．6

24．0

23’．8

23．6

23．6

22．0

逐亥減退シテ恒常ナ時期ヲ認メナイ．之二酸素

ヲ通ズル雪融10分以内デ2－3粍高クナリ其ノ

後2蒔間絵二亘リテ殆ンド恒常状態ヲ持績ス

ル．次デ一二15％ノ濃度＝血液ヲ追加スル時ハ

牧縮高ハ著シク増大スルが再ビ逐象減退スル．

之＝一更畠酸素ヲ通ズル時ハ10分以内二丁縮高ハ

最モ高クナリ2時間以上＝亘りテ牧縮高ノ動揺

ハ1粍以内ヂアル．

 C．i魑心室二面テノ成績

 實験ハー部ハ昭和16年6月，一部ハ昭和15年

12月ユ行ツタ．輿ノ中2例ヲ第3表二示ス． 6

月ノ實験デハ3．e－4．5秒，12月ノ實験デハ6・0

秒ノ刺戟間隔デ律動的＝刺戟シタ．

 實験成績ハ垂ク墓心室か同檬呂シテ15％血液

加高野氏液二酸素ヲ通ジ二流十二牧工高ハ最モ

高ク平均10分ニテ恒常トナリ2時聞以上二亘リ

テ牧縮高ノ動揺1粍以内ヂアル．

 D．難心房二就テノ成績

 並塩バー部ハ昭和16年6月，一部ハ同年2月

二行ツタ．共ノ中2例ヲ99 4表二示ス．6月ノ

實験デハ1．8－2．0秒，2月ノ實験デハ6．0秒ノ

刺戟間隔デ律動的二刺戟シタ．範心房二於テモ

墓心房同様酸素ヲ通ジナイ場合ニハ牧縮高ハ逐

次減退シテ恒常ナ時期ハナイ．

 高野紙液二酸素ヲ通ズル時ハ牧縮高ヲ」曾シ其

ノ後1時聞以上二亘IJテ殆ンド恒常歌態ヲ持綾

スル事モアルガ，叉屡々下降スル．之s反シ15

％血液加高野氏液S酸素ヲ通ズル時ハ牧縮高ハ

［ 151 ］
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第2表墓心房
昭和15年9月9日
   室湿26。C
  刺戟間隔2．0”

昭和16年1月4日
   室温13。C
  刺戟間隔3・0”

灌流液
二流

條ﾔ
淀江高

灌流液
灌二

桾ｷ
塩出高

（分） （粍） （分） （粍）

一  一1 10．4 1 17．2

T三二
_素ヲ

510

12．4

P2．6
T 液

510 13．0

P1．6

通ス 20 13．2 20 11．4

30 13．2
5 12．4

5 17．6 10 ユ3．0

15％血

t加T
t

10

Q0

R0

17．4

P6．8

P6．2

T二二
_素ヲ
ﾊス

20

R0

S5

13．8

P4．0

P5．0

60 14．8 60 15．0

90 14．0 75 14．8

5 17．2 5 14．4

10 18．2 10 16．2

15％血

t加T
t二酸
fヲ通

20

R0

U0

18．8

P9．0

P9．2

15％血

t加T
t

15

Q0

R0

17．4

P7．6

P7．4

ス 90 19．2 50 16．8

120 19．2
5 17．2

160 19．2
10 18．0

15％血 20 18．2

液加T 30 18．2
十二酸
fヲ通 60 18．0

ス 90 17．8

120 18．0

150 17．8

5－10分＝シテ高クナリ且ツ其ノ後2時間絵二

亘リテ恒常欣態ヲ持綾シ牧縮高ノ動揺1粍以内

デアル．

 IL「アドレナリン」ノ影響

 上述シタ如ク基町，轟心昌就テノ灌流液ノ比

較二於テ心室，心房何レノ場合ニモ15％血液上

高野氏液が最モ良姫ナ成績ヲ示シタ故藥品作用

時ノ實験二於テハ総テ灌流液トシテ該液ヲ作用

シ併セテ酸素ヲ通ズル事トシタ．

 A．墓心室二就テノ成績

 實験バー部ハ昭和16年5月，一部ハ同年1月

s行ツタ．其ノ中2例ヲ第5表＝示ス．表中0

第3表 竈心室
昭和16年6月14日

   室温20．5。C
  重目戟間隔4．5”

昭和15年12月4日，

   室温16。C
 束Il高直隔6．0”

正流液 欝響 灌流液
下流

條ﾔ
i分）

牧縮高

i粍）

5 17．4 1 15．2

10 16．8 10 15．6

T 液 15 16．2 T 液 20 14．4

20 15．0 30 14．0

5 1ツ．0
60 11．4

10 20．4 10 15．2

20 22．0 20 18．4

T液二 30 23．0 T液二 30 19．8
酸素ヲ

ﾊス
45 23．8

酸素ヲ

ﾊス 60 20．8

60 24．0 75 20．4

90 24．0 100 21．2

120 24．0
10 21．0

5 24．0 15 22．0

15％1血

t加T
t二酸

10

Q0

R0

24．2

Q4．4

Q4．8

15％血

t加T
t

20

R0

S5

22．8

Q3．2

Q2．8

素ヲ通 60 24．8 60 21．6
ス

90 24．8 70 21．2

120 24．8
5 23．6

10 24．4

15 24．8

15％血

t加T
20 25．2

液二酸 30 25．2

素ヲ通 60 24．8
ス

90 24．6

120 24．6

工50 24．6

トシタノハ「アドレナリン」作用直前ノ牧面高ヂ

アル．5月ノ實験デハ3．0秒，1月ノ牛耳デハ

6．0秒ノ刺戟間隔デ律動的＝刺戟シ15－20分灌

流シテ牧縮高が恒常Sナツテ後，混化「アドレ

ナリン」ヲ作用サセタ．「アドレナリン」ノ濃度

ハ50萬倍トシ，循環灌四白ノ液量ガ10ccデア

ル故5000倍「アドレナリン」O．19iFヲ海流液貯溜

室A中二滴下シ静カニ掩拝シタ．「アドレナリ

ン」作用後5分デ牧縮一関著シク増大シ其ノ後

2時間絵二亘リテ殆ンド恒常厭態ヲ持績シ牧縮
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第4表範心房
昭和16年6月21日

   室温23。C
  刺戟間隔1．9”

昭和16年2月24H
   室温16。C
  束U戟間隔6．0”

灌流液
二流

條ﾔ
牧縮高

灌流液
灌流

梭ﾅ
牧玉高

（分） （粍） （分） （粍）

1 12．8 1 15．4

5 12．8 5 15．8

T 液 15 12．6 10 15．8

30
】・2・・ T 液 20 16．2

30 16．0
5 12．8

60 15．0
10 13．0

T液二
酸ヲ素 20 12．8 5 15．4

通ス 30 12．4 ユ0 15．6

45 12．4 T液二 20 15．8
酸素ヲ

5 13．4 通ス 30 15．8

60 15．6
10 13．4

15％血 20 13．2
90 15．2

液加T
液二酸 30 13．2 5 16．0
素ヲ通ス

60 13．0
ユ5％血

10 16．4

90 12．8 液加T 20 16．6

120 12．6
液 30 16．4

60 16．0

＿＿ 一
5 16．6

10 16．6

15％血 20 16．6

液加T 30 16．4
液二酸
fヲ通 60 16．2

ス 90 16．2

120 16．0

150 15．6

第5表50萬倍「アドレナリン」（墓心室）

昭和16年5月1目
   室温19。C
  刺戟間隔3．0”

牧縮高
（粍）

昭和16年1月30日

   室温13。C
  束1ユ戟間隔6．0”

灌流時間
 （分）

 0

 5

10

20

30

60

90

120

13．6

24．6

24．6

24．8

25．0

25．4

25．2

25．2

灌流時間 牧鴨島
（分） （粍）

0 20．0

5 22．2

10 22．2

20 22．2

30 22．2

60 22．0

90 22．2

120 22．0

第6表 50萬倍「アドレナリン」（墓心房）

昭和16年5月12日

   室温20。C
  刺戟聞隔2．0”

三流時間
 （分）

 0

10

20

30

60

90

120

牧縮高
（粍）

21．6

24．2

24．2

24．4

24．4

24．2

23．6

高ノ動揺1粍以内ヂアル．

 ：B，墓心房二就テノ成績

 實験ハー・部ハ昭和16年5月，一一部ハ同年2月

二行ツタ．其ノ中2例ヲ第6表二一ス．

 5月ノ實験ヂハ2．0秒，2月ノ實験ヂハ3．8秒

ノ刺戟聞隔ヂ律動的二刺戟シ，略15分半流シテ

牧舞錐が恒常ニナツテ後，塵化「アドレナリン」

ヲ作用サセタ．「アドレナリン」ノ濃度ハ50萬倍

デ循環灌毒液ノ液量が標準トシテ8ccヂアル故

5000倍「アドレナリン」0．08ccヲ灌副将貯溜室A

中二滴下シ静カニ掩拝シタ．

 牧縮高ハ「アドレナリン」作用後10分以内二著

昭和16年2月12日

   室温15。C
  刺戟間隔3．8”

灌流時間牧縮高
（分）

 0

 5

10

20

30

60

90

120

（粍）

21．0

21．8

22．2

22．4

22．4

22．6

22．6

22．8

明二増大シ共ノ後略2時一二亘リテ牧縮高ノ動

揺1粍以内デアル．

 C．鐘心室二二テノ成績

 實験バー部ハ昭和16年7月，一一asハ同年2月

二行ツタ．共ノ中2例ヲeg 7表＝示ス．

 7月ノ實験ヂハ4．0秒，2月ノ一三デハ6．0秒

ノ刺戟間隔デ律動的二刺戟シ，約15分灌流シテ

牧縮高が恒常歌態四達シテ後，塵化「アドレナ

リン」ヲ作用サ帰島．作用濃度パ10萬倍ヂアル

故1000倍「アドレ’ナリン」0．1ccヲ滴下シ静力＝

撹搾シタ．

 「アドレナリン」作用後電解押脚旺盛トナリ，

牧縮高ハ2時間四二亘リ恒常状態ヲ持綾スル

ガ，作用前二於ケル牧縮高トノ差が僅カデアル
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第7表 10萬倍「アドレナリン」（題心室）

昭和16年7月22日

   室温25。C
  束II戟間隔4．0”

灌流

條ﾔ
牧縮写

牧縮

匇ﾔ
（分） （粍） （秒）

0 25．4 1．47

5 25．6 1．67

10 25．6 1．57

15 25．8 1．57

20 25．8 1．57

30 25．8 1．57

45 26．⑪ 1．57

60 26．2 1．57

90 26．2 1．57

昭和16年2月25日

   室：温16。C

  刺戟間隔6．0〃

灌流

條ﾔ
牧上高

牧縮

匇ﾔ
（分） 」置L （秒）

0 22．0 3．27

5 22．6

10 22．8 3．40

15 22．6

20 22．8

30 22．8 3．37

60 22．8

90 23．0

120 23．2 3．37

爲メ最高牧縮高ヲ標準トシテ1粍以内ノ動揺範

園ヲ恒常ト見倣ス建暦殆ンド「アドレナリン」作

用前ノ軍縮高モ此ノ範園内二入ル当国ハ其レニ

近イ値ヲ示ス．從ツテ同時二牧縮期間ヲ測定シ

テ参考トシタ．即チ牧縮期間ハ「アドレナリン」

作用ニヨリテ延長シ2時間経過後モ尚有効ヂァ

ノレ．

 D．聖心房二就テノ成績

 馬験バー部ハ昭和16年7月，一一：部ハ同年2月

二行ツタ．其ノ中2例ヲ第8表s示ス．

 7月ノ實験ヂハ3．0秒，2月ノ實験デハ6．0秒

第8表
昭和16年7月19日

   室温25．5。C
  刺戟聞隔3．0”

10萬倍「アドレナリン」（輻心房）

闇流時間
 （分）

0

5

10

15

20

30

45

6e

90

牧縮高
（粍）

18．4

20．2

20．2

20．4

20．4

20．4

20．4

20．4

20．4

昭和16年2月28日

   室温14。C
  車il戟間隔6。0”

灌流時間 牧縮高
（分） （粍）

0 13．4

5 15．8

10 16．4

15 16．4

20 16．4

30 16．5

45 16．6

60 16．6

90 16．6

120 16‘4

150 16．4

ノ刺戟間隔デ律動的二刺戟シ略15分下流シテ牧

縮高が恒常ニナツテ後，鷺化「アドレナリン」ヲ

作用サセタ．作用濃度ハ10萬倍デアル．

 牧縮高ハ「アドレナリン」作用後5分ヂ増大

シ，其ノ後2時間絵二亘り1粍以内ノ動揺範園

デ恒常朕態ヲ持績スル．

 IIL「ビ目カルビンJノ影響

 A，墓心室二戸テノ成績

實験バー部ハ昭和16年5月，一部ハ昭和15年11

月二行ツタ．其ノ中2例ヲ第9表二示ス．

 5月ノ實験デハ2．2秒，11月ノ實瞼デハ3．4一一一

4．0秒ノ刺戟間隔ヂ律動的二刺戟シ，15－20分

灌流シテ牧中高が恒常ニナツテ後，塵酸「ピロ

カルピン」ヲ作用サセタ．「ピ・カルビン」ノ濃

度ハ50萬倍トシ，稀繹方法ハ「アドレナリン」ト

同様デァル．

 「ピ・カルビン」作用後10分デ牧縮高ハ著シク

減少シ，其ノ後40－80分二亘リテ1粍以内ノ動

；揺範園ヂ殆ンド恒常状態ヲ持綾シテ後逐次回復

シタ．

第9表 50萬倍「ピロカルピン」（墓心室）

昭和16年5月21日

   室温23。C
  刺戟間隔2．21t

灌流時間
 （分）

＝ ：：r：：：：一

0

5

10

15

20

30

45

60

80

90

牧縮局
（粍）

14．0

10．4

10．8

10．6

10．6

10．6

10．8

11．0

11．4

11．6

昭和15年11月14日

   室温13。C
  車11卓蛇間隔3・4”

灌流時間！牧縮高
 （分） （粍）

0

5

10

15

20

30

45

00

70

80

90

16．0

12．4

11．6

11．2

11．0

10．8

10．8

10．8

11．2

11．6 ，

12．2

 B．至心房二就テノ成績

 早筆バー部下昭和16年6月，一部ハ昭和15年

12月二行ツタ・其ノ中2例ヲ第10表＝示ス・、

 6月ノ實験ヂハ2．0秒，12月ノ實験デハ4．0秒
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第10表 100萬倍及ビ50萬倍「ビ二相ルビン」

        （墓心房）

100万倍「ピロカルピソ」

昭和16年6月13日

   室温22。C
  刺戟聞隔2．0”

二流時間 牧縮高
（分） （粍）

0 21．2

5 15．8

10 14．2

15 12．6

20 12．6

30 12．4

45 12．4

60
1・3．・

7・1 13．6

50万倍「ピロカルピン」

昭和エ5年エ2月20日

   室温14。C
  刺戟間隔4・0”

三流時間 牧縮高
（分） （粍）

0 19．0

5 16．4

10 15．6

15 15．4

20 15．2

30 15．0

45 152
60 15．4

75 15．8

90 16．0

100 16．4

第11表 10萬倍「ピ・カルビン」（i魑心室）

昭和16年7月5日

   室温27．50C
  束1】戟間隔i4・0”書

牧縮
期間
（秒）

昭和16年3月25日

   室温10。C
  刺戟闇隔8．Oti a

陽月
0

5

10

15

20

30 i

45

60

75

21．6

21．6

21．8

22．0

22．0

22．0

22．0

1 22．4

22．4

90122．2
  ト
120 122，4

1．63

1．43

1．50

1．50

1．50

1．50

1．50

1．50

1．50

1．50

1．50

三流

條ﾔ
1備高 牧縮

匇ﾔ
（分） （粍） （砂）

0 18．6 5．80

5 18．6 5．53

20 18．8 5．60

30 18．8 5．60

45 19．6 5．60

60 19．6 5．60

90 19．4 5．60

120 19．6 5．60

150 19．6 5．60

180 19．6 5．60

ノ刺戟間隔ヂ律動的二刺戟シ，略15分灌流シテ

牧縮高が恒常ニナツテ後，盤酸「ピロカルピン」

ヲ作用サ押回．作用濃度ハ6月ノ實ea ・＝於テハ

100萬倍，12月ノ實験二於テハ50萬倍ヲ適當ト

認メタ．

 「ピロカルピン」作用後一白高欄前者二季テハ

20分以内，後者二於テハ10分デ著シク減少シ，

其ノ後，前者＝於テハ45－55分，後者二於テハ

80一二亘リテ1粍以内ノ動揺ヂ殆ンド恒常歌態

ヲ示シテ後逐次回復二向ツタ．

 C．i野心十二就テノ成績

 實験バー部ハ昭和16年7月，一部ハ同年3月

二行ツタ．其ノ中2例ヲ第11表二丁ス．

 7月ノ實験ヂハ4．0秒，3月ノ實瞼ヂハ7．O－

8・0秒ノ刺戟間隔デ律動的二刺戟シ，約15分灌

流シテ牧比高が恒常＝ナツテ後，塵酸「ピロカ

ルピン」ヲ作用サ国魂．作用濃度ハ10萬倍ヂア

ノレ．

轟心室ハ「ピロカルピン」ニヨリ牧縮高ヲ減少

セズ，作用前月殆ンド同ジ高サヲ以テ2時闇飴

＝亘り恒常状態ヲ持績シ，牧縮高ノ動揺1粍以

内ヂアル．從ヒテ同時二牧縮期間ヲ測定シテ：参

考トシタ．

 牧縮期間ハ「ピロカルピン」作用後5分デ最モ

強ク短縮シ，其ノ後僅カニ回復スルが殆ンドー・

定トナリ作用後3時間ニシテ虚心縮ヲ認メタ・

 D．心心房二就テノ成績

 實験バー部ハ昭和16年7月，一部ハ同年4月

二行ツタ．其ノ中2例ヲ第12表三綱ス。

 7月ノ實験デハ2．4秒，4月ノ六二ヂハ4．0－

6．0秒ノ刺戟間隔デ律動的二刺戟シ，略15分灌

流シテ牧縮高が恒常ニナツテ後，塵酸「ピロカ

第12表 100萬倍及ビ50萬倍「ピロカルピン」

        （難心房）

100万倍「ピロカルピン」

昭和16年7月4日
   室温28。C
  刺戟間隔2．4〃

灌流時間 牧一高
（分） （粍）

0 19．0

5 15．6

10 16．2

15 16．2

20 16．2

30 16．2

45 16．2

60 16．0

75 15．6

50万倍「ピロカルピソ」

昭和16年4月10日

   室温16。C
  刺戟間隔4．0〃

順流時間 牧縮高
（分） （粍）

0 19．8

5 ユ5．0

10 15．0

15 14．8

20 エ4．6

30 14．8

45 15．2

60 15．6

90 16．0
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ルビン」ヲ作用サセダ作用濃度ハ7月ノ實験

二四テハ100萬倍，4月ノ野州二於テハ50萬倍

ヲ適當ト認メタ．

 1む0萬倍「ピロカルピン」作用二二縮高ハ10分

以内二数歯減少シ，其ノ後1粍以内ノ動揺歯園

ヂ65－70分持績シテ後i更二減少シテ回復シナ

イ．

50萬倍「ピロカルピン」ヂハ作用後5分デ著シ

ク減少シテ後40－55分間殆ンド恒常歌態ヲ持績

シテ逐数回復二向ツタ．

総括及ビ結論

 1．著者考案ノ循環灌流装置ヲ用ヒ，墓及ビ

範ノ心室，心房二就テ灌流液ノ比較ヲ行ヒ次ノ

結論ヲ細見．

 1）心臓ノ牧縮高ヲー定時間恒常二保ツニハ

酸素ハ縄樹二必要デアル．

 2） 灌毒液トシテハ使用動物ノ脱繊維素血液

ヲ15％ノ濃度二添加シタ高野氏液ヲ最良ト認メ

ノレ．

 3） 該液ヂ導流スル場合，墓及ビ竈ノ心室，

心房ノ牧縮高ハ無二 10一一15分ヂ殆ンド恒常ニナ

リ，其ノ後2。時間舩二亘リ持績スル．

 II．「アドレナリン」ノ影響トシテハ

 1）基心室及ビ心房ノ牧縮高ハ50萬倍「アド

レナリン」ノ作用同門リ著シク増大シ，5－10分

デ恒常ニナリ2時間墨田2時聞以上＝亘りテ其

ソ歌態ヲ持績スル．

 2）範心室ノ牧縮高ハlo萬倍「アドレナリン」

ノ作用ニヨリ輕度二増大シ，作用後5分デ殆ン

ド恒常昌ナリ，共ノ後2時間以上二亘リ持績ス

ル．

 聖恩期間ハ作用後2時間デ術延長ヲ認メル．

 竈心房ノ鼻溝骨離10萬倍「アドレナリン」作用

後5分デ増大シ，其ノ後2時聞盤二亘リ恒常歌

態ヲ持績スル．

III．「ピロカルピン」ノ影響トシテハ

1・）墓心室ノ牧縮高ハ50萬倍「ピロカルピン」

ノ作用＝ヨリ著シク減少シ作用後10分以内二恒

常トナリ40－80分持績スル．

 基心房ノ牧縮高モ減少シ，100萬倍「ピロカル

ピン」デハ20分以内，50萬倍「ピロカルピン」ヂ

ハ10分デ殆ンド恒常ニナリ，前者デハ45一一一55

分，後者デハ80分持綾スル．

 2）竈心室ハ10萬倍「ピロカルピン」ノ作用ニ

ヨリテモ継継高ヲ減少セズ，作用前ト殆ンド同

ジ高サヂ2時間以上二亘リテ恒常駅態ヲ持績ス

ル．然シ牧縮期間ハ短縮シ，作用後3時聞デ伺

短縮ヲ認メル．

 輻心房ノ牧縮高鷲著シク減少シ，100萬倍「ピ

ロカルピン」ノ作用ニヨリ10分以内デ恒常診ナ

リ 65一一一70分持績スル．又50萬倍「ピロカルピン」

“f一躍リテハ作用後5分デ恒常ニナリ40－55分持

綾スル．
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